
 
 

臨床法学教育学会創立１０周年記念プレシンポジウム・プログラム 

 

日 時： ２０１６年７月２３日（土）１３時～１７時 開場１２時３０分 

会 場： 早稲田大学２７号館２階２０２教室（早稲田キャンパス） 

テーマ： 法曹養成と法科大学院の論点―――次の 10 年に私たちは何をすべきか？ 

 

進行次第 

13:00-13:05 《趣旨説明》四宮啓（國學院大学教授・弁護士） 

13:05-13:35 《基調講演》Daniel H. Foote（東京大学教授） 

13:35-14:35 《個別報告》司会：後藤弘子（千葉大学教授） 

（１） 法曹養成をめぐる情勢の変化と弁護士会の動き 

宮澤節生（カリフォルニア大学ヘイステイングス校教授） 

（２） 法科大学院の入学者選抜―――既修・未修問題と適性試験 

後藤昭（青山学院大学教授） 

（３） 法科大学院のカリキュラムと教育手法―――新しい学習理論を踏まえて 

花本広志（獨協大学教授） 

（４） 法科大学院教育と司法試験のあり方 

亀井尚也（関西学院大学教授・弁護士） 

（５） 法科大学院の臨床教育と司法修習 

宮川成雄（早稲田大学教授） 

（６） 新しい法曹養成制度のユーザーの立場から―――若手法曹の意見 

小島秀一（弁護士） 

14:35-14:50 《コーヒーブレイク》 

14:50-16:50 《全体討議》司会：山口卓男（筑波大学法科大学院客員教授・弁護士） 

14:50-15:15 〈指定発言－五十音順 順番は変更の可能性あり〉 

 大貫裕之（中央大学教授・法科大学院協会専務理事） 

 川端和治（弁護士） 

 久保利英明（弁護士・桐蔭法科大学院教授） 

 須網隆夫（早稲田大学教授） 

 丸島俊介（日本弁護士連合会嘱託・弁護士） 

15:15-15:35 〈登壇者によるディスカッション〉 

15:35-16:50 〈質疑応答・意見交換〉 

16:50-17:00 《閉会の辞》山口卓男 

17:15-18:15 《懇親会》 於 弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニック（２８号館４Ｆ） 

（敬称略） 


